
〈
韓

日

合
同

学

術

大

会

２

〉

弥

勒

信

仰

に

み

る

韓

・

日

の

比

較

―
―
韓
・
日
文
化
の
相
互
理
解
を
め
ぐ
っ
て
―
―

は
じ

め

に

こ
の
た
び
、
「
韓
・
日
文
化
の
相
互
理
解
の
た
め
の
諸
問
題
」
と
い
う
統
一

テ
ー
マ
を
中
心
に
、
韓
国
思
想
史
学
会
と
日
本
比
較
思
想
学
会
と
の
共
催

に
よ

る
合
同
学
術

会
議
が
、
こ
こ

ソ
ウ
ル
市
東

国
大

学
校
に
於
て

開
催
の
日

を
迎
え
た
こ
と

は
、
関
係
者

の
一
人
と
し
て

ま
こ
と

に
同

慶
至
極
に
存
じ
ま

す
。
こ
の
大
会
が
実
現

さ
れ

る
に
当

た
っ
て

、
韓
国
思

想
史
学
会
会
長
金
三

龍
博
士
、
同
副
会
長
洪
潤
植
博
士
、
並

び
に
関
係
者

各
位
の
ご
尽

力
に
対

し
、

心

か
ら
感
謝
と
お
礼

と
を
申
し
上
げ
た

い
。

さ
て
、
韓
・
日
文
化
の
相
互
理
解
と

い
う
統
一
テ

ー
マ
に
対
し

、
私

は
、

両
国
の
文

化
、
特

に
仏
教
文
化
、
仏
教
思
想
の
形
成
と
そ

の
発
展

に
深
く
関

わ

っ
て
き

た
弥
勒
信
仰
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ

に
根
ざ
し

た
韓

・
日
文
化
の
比

較
を
試
み

た
い
と

思
う
。
そ

の
理
由

は
、
ま

ず

第
一

に
、

弥
勒
信

仰

は
、

雲
　
井
　
昭
　
善

韓
・
日
両
国

に
於
て

、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
教
思

想
形
成

に
大
き
な
比
重
を
持

っ

て
い
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、

比
較
と

い
う
場
合
、
二
つ
の
文
化
が

或
る
意
味
で
共
通
の
基
盤
を
持
つ
こ

と
が
、
相
互
理
解

を
め
ざ
す
場
合
の
一

つ
の
前
提

に
な
る
と

考
え
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
点
で

は
、
弥
勒
信
仰
に
関

し
て
は
共
通

の
基
盤

を
有
し
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民

族
の
精
神
的
土
壌

に

培

か
わ
れ
た
信
仰
の
一
形
態
で

あ
る
。
そ
こ
で

、
こ
の
共
通

の
思
想
基
盤

に

立

っ
て

、
こ

の
信

仰
が
文
化
、
思
想
と

し
て
形

成
さ
れ
、

肉
づ
け

ら
れ
て

い

っ
た
風

土

的
背

景
、
特
徴
を
把

握
す
る
こ
と

が
、
文

化

の
相
互

理
解

に

と

っ
て
重
要
な
手
続
き
で
は
な
か
ろ

う
か
と
考
え

る
。

で
は
、
こ
の
弥
勒
信
仰
が
両
国

に
於
て
ど
の
よ
う
な
形
で
成
熟
し
、
そ
れ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
、
思

想
と
し
て

ど
の
よ
う

に
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
か
。

以
下

、
私
見
を
述
べ
て
識
者

の
批
判
を
仰
ぎ
た

い
と
思
う
。



1

弥
勒

信

仰
に

つ

い

て
　

周

知

の

よ

う

に

、

弥
勒

信

仰

は

弥

勒

仏

（
菩

薩

）

に
対

す

る
信

仰
で

あ

る

。

信

仰

と

い

う

点

で

は

、

他

の

阿

弥

陀

仏

信

仰

と

か

観

音
信

仰

、

或

い

は

地

蔵

信

仰

の

よ

う

に

、

仏

・

如

来

・
菩

薩

に

対

す

る
信

仰

な

ど

、

そ

の
形

態

は

多

様

で

あ

る

。

し

か

し

、

弥

勒

信

仰

ほ
ど

底

辺

の

ひ

ろ

が

り

を
持

ち

、

民

衆

を

包

み

こ

ん

で

の

広

領

域

に

わ

た

っ

た
信

仰

は
、

他

に

類

を
見

な

い
と

言

っ
て

も

過

言

で

は

な

か

ろ

う

。

こ

の

弥

勒

信

仰

は
、

い

わ

ゆ

る
弥

勒

六
部

経

と

呼

ば

れ

る

経

典

群
（
大
正

．

Ｎ
ｏ
ｓ

． ４
５
２
-４
５
７
；
大

正

。

１
４
，
　
ｐ
ｐ
．
４
１
８
ｂ
-
４
３
５
ａ
)
 
を
経
証
と
し
て
い
る
。
こ
の
六
部
経
は
、
『
観
弥
勒

菩

薩

上

生

兜

率

天

経

』
（
Ｔ
.
　
Ｎ
ｏ

． ４
５
２
）

の

い

わ

ゆ

る
弥

勒

上

生

経

と

、
『
弥

勒

下

生

成

仏

経
』

な

ど

の

五

部

（
Ｔ

．　
Ｎ
ｏ
ｓ

． ４
５
３
-４
５
７
）

の

弥

勒

下

生

経

の

二

つ

に
分

類

で

き

る

。

こ

れ

ら

の

経

典

は
す

べ
て

大
乗

経

典

に

属

す

る
の

で

あ

る

が

、

弥
勒

に

関

連

し

た

経

典

は

、
既

に
阿

含

の
諸

経

典

に

み

ら

れ

る

。

こ

こ
で

は

、
阿

含

経

典

に

つ

い
て

は

必
要

最
小

限

に

と

ど

め

、

深

く

立

ち

入

ら

な

い

こ

と

に
す

る

。

さ

て

、

弥

勒

六

部

経

が

二

つ
の

グ

ル

ー

プ

に

分

類

で

き

る

よ

う

に
、

弥

勒

信

仰

の

タ

イ

プ
も

「
上

生

信

仰

」

と

「
下

生

信

仰

」

に

分

類

で

き

る
。

上

生

信

仰

は

、
五

戒

、

八

斎

戒

を

保

ち

、

十

善

業

の
福

徳

を

積

ん

で

、

い

ま
、

一

生

補

処

の
菩

薩
と

し

て

兜

率

天

で

衆

生

教

化

を
し

て

い

る

弥

勒

の

浄

土

に

往

生

す

る

、

い

わ
ゆ

る

兜

率

往

生

を

願

う

信

仰

で

あ

り

、

後

者

の

下

生

信

仰

は
、

兜

率
天

の

弥

勒
菩

薩

が

未

来

仏

、

弥

勒

仏

と

し
て

下

生

し

、

龍

華

三

会

の

説

法

を

通

じ

て

末

の
世

の

衆
生

を
救

済

す

る
こ

と

を

確
信

す

る
信

仰

で

あ

る
。

こ

の

二

つ

の
信

仰

の

タ

イ

プ

の

中
で

、

一
般

的

に
は

未

来

仏

と

し
て

の
弥

勒

信

仰

が

主

流

で

あ

る

。

い

ま

、
極

め
て

大

胆

な

仮

説

が

許

さ

れ

る
な

ら

ば

、

韓

国

に

お
け

る

弥
勒

信

仰

の

主

流
は

弥

勒
下

生

経

に

よ

る
下

生
信

仰

で

あ

り

、

兜

率

上

生

信

仰

は
従

の

位

置

に

あ

る
。

こ

れ

に
対

し

て

、

日

本

の

弥
勒

信

仰

は
、

浄

土
往

生

と

並

ん

で
兜

率

往
生

が

願

わ

れ

た
よ

う

に
、
上

生
経

に
よ

る

上

生

信

仰

が

主

流

で
下

生
信

仰

は
従

の
立

場

を

と

っ
て

い
た

か

と
思

う
。

で

は
、

そ

の
背

景

は
何

だ

っ
た

の

だ
ろ

う

か
、

を

以

下

に

考

え

て

み

た

い
。

Ⅱ

下

生

信

仰

と
上

生

信

仰

の

背
景
　

弥

勒
下

生

信

仰

の

ル

ー

ツ

は
、

阿

含

経

典
群
の
中
で
は
1
『
長
阿
含
』
Ｎ
ｏ
．
６
「
転
輪
聖
王
修
業
経
」
（
大
正
、
１
.

ｐ
ｐ
．
３
９
ａ
-
４
２
ｂ
；
ｃ
ｆ
.
　
Ｄ
Ｎ
.
　
Ｎ
ｏ
．
２
６
「
転
輪
王
師
子
吼
経
」
）
と
。
2
『
中
阿

含
』
Ｎ
ｏ
.
　
６
６
「
説
本
経
」
（
大
正
、
１
，
　
ｐ
ｐ
．
５
１
０
ａ
-
ｃ
；
ｃ
ｆ
.
異
訳
「
古
来
世
時

経

」
）

が

重

要

な

位

置

づ
け

を

持

つ
。

そ

の
理

由

は

、

剛

の
経

典

で

は

弥

勒

の
出

現

を

転

輪

王

の

四

海

統

一
時

代

と
す

る

点

で

あ

る

。

即

ち
、

転

輪

王

シ
ャ
ン
カ
（
Ｓ
ｓ
ｎ
ｋ
ｈ
ａ
，
　
Ｓ
ａ
ｎ
ｋ
ｈ
ａ
，
螺
ヽ
螻
怯
ヽ
餉
怯
、
穰
怯
）
が
ケ
ー

ト
ゥ
マ
テ
ィ
ー
（
Ｋ
ｅ
ｔ
ｕ
m
a
ｔ
Ｔ
，
鶏
頭
末
、
指
頭
末
)
に
都
し
、
四
天
下
を

統

一
す

る
時

代

に

弥
勒

が
下

生
す

る
、

と

い
う

叙

述

で

あ

る

。

こ

の
記

述

は
、

下

生

経

典

群

の

原

初

的

資

料

で

あ

り

、

そ

れ

に

対

応

す

る

、

パ

ー

リ

伝

Ｄ
Ｎ
．
　
Ｎ
ｏ
．
２
６
は
、
パ
ー
リ
文
献
と
し
て
弥
勒
成
仏
を
説
く
唯
一
の
資
料
で

あ
る
。
次
に
閇
の
経
典
で
は
、
ア
ジ
タ
（
Ａ
ｊ
ｉ
ｔ
ａ
，
無
能
勝
、
阿
夷
侈
)
が



将
来
転
輪
聖
王
と
な
り
、
一
方
弥
勒
（
Ｍ
ａ
ｉ
ｔ
ｒ
ｅ
ｙ
ａ
＞
m
a
i
t
r
i
＞
m
i
t
r
a
;

M
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｙ
ｙ
ａ
＞
m
ｅ
ｔ
ｔ
ａ
＞
m
ｅ
ｔ
ｔ
ａ
.
　
ｃ
ｆ
．
 
m
i
ｔ
ｈ
ｒ
ａ
）
が
弥
勒
仏
と
な
る
、
と
い

う

予

言

が

語

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

に

、

転

輪

王

と

弥

勒

の

出

現

が

併

記

さ

れ

、

か

つ

、

そ

の

出

現

が

同

じ

政

治

的

事

情

に

お

か

れ

て

い

る

点

に

注

目

し

た

い

。

即

ち

、

飢

饉

と

動

乱

の

世

を

平

安

の

世

に

す

る

転

輪

王

と

、

生

存

苦

に

悩

む

人

々

を

救

済

す

る

弥

勒

仏

出

現

を

期

待

す

る

人

々

の

願

い

と

が

、

国

王

と

宗

教

者

の

二

人

に

託
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
ｃ
ｆ
．
「
説
本
経
」
大
正
、
１
，
　
ｐ
．
５
１
０
ａ
-
ｂ
)

し

か

し

な

が

ら

、

こ

の

二

人

の

人

物

が

『
法

華

経

』

や

『
無

量

寿

経

』

に

お

い

て

、

弥

勒

菩

薩

が

、

阿

逸

多

（
と

ぼ

）

と

同

一

視

さ

れ

、

僧

肇

（
３
８
４
-
４
１
４
）
の
『
注
維
摩
経
』
巻
二
に
、
「
弥
勒
菩
薩
、
什
日
姓
也
。
阿
逸

多
字
也
」
（
大
正
、
３
８
，
　
ｐ
．
３
３
１
６
)
と
注
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

に

よ

っ

て

、
「
上

生

経

」
「
下

生

経

」

に

共

通

の

阿

夷

侈

、

阿

逸

多

＝

弥

勒

と

、

シ

ャ

ン

カ

王

＝

転

輪

聖

王

と

い

う

二

人

併

記

説

が

、

後

代

の

大

乗

経

典

に

お

い

て

同

一

人

物

と

さ

れ

て

い

っ

た

点

に

、

下

生

信

仰

が

育

成

さ

れ

た

背

景

を

指

摘

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

即

ち

、

飢

饉

な

ど

に

よ

る

不

安

定

の

世

を

平

安

の

世

に

す

る

転

輪

王

の

出

現

と

、

弥

勒

の

出

現

が

同

一

時

代

と

み

る

こ

と

か

ら

、

や

が

て

ア

ジ

タ

ー

弥

勒

と

す

る

発

想

を

生

み

、

弥

勒

仏

と

転

輪

王

と

を

ダ

ブ

ら

せ

、

政

治

的

改

革

と

弥

勒

出

現

を

頤

う

信

仰

と

が

重

な

っ

て

き

た

、

と

み

て

大

過

な

か

ろ

う

。

Ⅲ

韓

国

の

弥

勒

信

仰

と

日

本

の
場

合
　

韓

国

の
弥

勒

信

仰

を
語

る
場

合

、

以

下

の

歴

史

的

事

実

を

と

り

あ

げ

た

い
。

一

つ

は
、

三

国

時

代

か
ら

統

一
新

羅

へ
向
か
う
い
わ
ゆ
る
六
－
七
世
紀
に
あ
っ
て
、
自
か
ら
"
龍
華
の
香
徒
”
と

称

し

て

新

羅

の

政

治

体

制

づ

く
り

の

中

核

と

な

っ
た

花

郎

集

団

の
活

躍

で

あ

る

。

他

の

一

つ

は

、

百

済

王

武

王

代

（
６
０
０
-６
４
０
）

に
、

弥

勒

龍

華

三

会

の

説

法

の

経

証

を

踏

ま

え
て

弥

勒

寺

を

創

建

し

た

鴻

業

で

あ

る
。

こ

の

背

景

に

は

、

王

道

楽

土

の

理

想

を
現

世

に
具

体

化

し

よ

う

と

し

た
意

図

が

う

か

が

わ

れ

る

。

こ

れ

ら

の

歴
史

的

事
実

は

、

政

争

に
よ

る

カ

オ

ス

的
時

代

、

混

沌

と

動
乱

の

世

か

ら

。

安
穏

の

社
会

実

現

を

目

指

そ

う

と

し

た
時

代

背

景

の

中

で

、

民

衆

に

弥

勒

仏
下

生

の

信
仰

を

促

進

さ

せ

た

と

思

わ

れ

る

。

尤

も

一

方

に

お

い

て

、
『
三

国

遺

事

』

に
み

ら

れ

る

よ

う

に
、

上

生

信

仰

が

あ

っ

た

こ

と

を

軽

視

す

る

の

で

は

な

い

。

例

え

ば

、

月

明

師

の

「

兜

率

歌

」

や

融

天

の

「

慧

星

歌
」
或

い

は
元

暁

（
６
１
８
-６
８
６
）

の
著

『
弥

勒

上

生

経

宗

要

』
『
弥

勒

上

生

経
疏

』
、

そ

し

て

金

博

士

の

指

摘
す

る
百

済

仏

教

の

戒

律

的

傾

向

な

ど

、
「
上

生
経

」

と

の

関

連

を

、

無

視

す

る

の

で

は

な

い
。

に

も

か

か

わ
ら

ず

、
弥

勒

下

生

を

願

う

信

仰

が

主

流

で

あ

っ

た
こ

と

は

否

定

し

が

た

い

。

一

方

、

日

本

に

お
け

る

弥

勒

信

仰

は

ど

の

よ

う
で

あ

っ
た

か

。

周

知

の

よ

う

に

、
中

国

か
ら

三

国
時

代

の

韓

国

へ

、
更

に

百
済

か
ら

日

本

に

仏

教

が

伝



来

し
た

（
５
５
２「
『
日
本
書
紀
』
欽
明
十
三
年
）
。
こ
の
歴
史
が
示
す

よ
う

に
、

百

済
が
日
本
の
古
代

に
お
け
る
仏
教
伝
来

に
と

っ
て
大
き

な
比
重

を
持

つ
こ

と

に
関
し
て

は
、
あ
え

て
多
言

を
要

し
な

い
。
『
日
本
書
紀
』

の
敏
達
天

皇

十
三
年
(
５
８
４
,
百
済
威
徳
王
三
十
一
年
）
に
弥
勒
石
像
一
体
が
百
済
か
ら

日
本

に
も

た
ら

さ
れ
、
更

に
白
鳳
時
代

に
な

っ
て
釈
迦
仏

、
弥
勒

仏
、
阿

弥

陀
仏
像
が
あ
ら

わ
れ
、
や
が
て
奈
良
時
代
を
迎
え
て
弥
勒

信
仰
と
阿
弥
陀

仏

信
仰
と
が
盛

ん
に
な

っ
た
。

ご
く
一
般
論
か
ら
言
っ
て
、
奈
良
時
代
（
７
０
８
-
７
８
１
(
明
-
光
仁
）
の

浄
土
信
仰

は
、
阿

弥
陀
仏
信
仰
と
弥
勒
信
仰
と
を
明
確

に
分
け

ず
、
併
存
し

混
淆
し
て

い
る
。

例
え
ば
、
奈
良
時
代

の
貴
族

た
ち
が
写

経
し

た
願
文

に
、

「【
弥
陀
の
】
本
願

に
よ

っ
て
上
天

に
往
生
し
」

と
か
、
「
兜
率

の
宮
に
影

を

曳
き
…
…
紫
の
輿

を
極
楽

に
馳

せ
」
と

い
う
。
こ

の
二

つ
の
往
生
思
想
が
明

確

に
あ
ら

わ
れ

る
の
は
、
恵

心
僧
都
源
信

（
９
４
２
-１０
１７
）

の

『
往
生
要
集

』

で
あ

る
。

そ
こ
で

は
、
「
兜

率
往
生
を
求
あ

る
人
と
西

方
浄
土

に
往
生
を
願

う
人
」

が
挙

げ
ら

れ
て
い
る
（
『
往
生
要
集
』
巻
上
第

二
対

兜
率
者

）
。
し

か

し
、
十
一
―
十
二
世
紀
に
か
け
て
、
末
法
思
想
と
密
着
し
た
弥
勒
下
生
信
仰

が

目
立

っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
藤
原
道

長
の
日
記

が
そ
れ
を
示

し
て
い
る
。

と

は
言
え
、

日
本

に
お
け
る
弥
勒
信

仰
は
、
鎌
倉

仏
教

の
浄

土
教
出

現

に

よ
っ
て

、
兜
率
往
生
の
思
想
が
浄
土
往
生

の
思

想
に
埋
没

し
て
し
ま

っ
た
。

「
上
生

経
」

に
み
る
弥
勒
来
迎
の
発
想
と
、
阿

弥
陀

仏
臨
終
来

迎
と
が
同

一

平
面
で

扱
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

他
方

、
弥
勒
下

生
信
仰
が
日
本
の
社

会
で
大
き

く
脚
光

を
浴
び
た
の
は
、

僅

か
に
一

八
六
七

年
（
慶

応
三
年
）

に
当
た
る
。
即
ち
、
徳
川
三
百
年
の
支

配

体
制

が
崩
壊
し
、
激
動
す

る
社
会
状
勢
の
も
と
で
世
直
り
運
動
と
し
て

当

来

仏
の
出

現
を
願

っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ

に
先
き
立
つ
近
世
初
頭
の

。伊

勢
踊
り
”
（
一
六
一
四
、
慶
長
十
九
年
）
も
、
飢
饉
の
克
服
を
目
指
し
た
農

耕

生
活
者

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
、

い
ず
れ
も

弥

勒
下
生

信
仰
の
近
代
化
と
み
ら
れ

る
。

に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
本

に
於
け

る
弥
勒
信

仰
の
主
流
は
、
「
厭

離
穢
土
。
欣
求
浄
土
」
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
、

浄

土
教
信

仰
の
一
環
と
し
て

の
性
格
を
持
つ
も
の
と
言
え
よ
う
。
言

わ
ば
、

政

争
や
国

家
的
カ
オ
ス
を
通
過
し
な

い
で
、
個
人
的
救
済
と
し
て
の
兜
率
往

生

を
願

っ
た
姿
が
垣
間
見
ら

れ
る
。

Ⅳ

末
法
意

識
の
と
ら
え
方
　
以
上
、
韓
・
日
両
国
に
於
け

る
弥
勒
信
仰
と
そ

の
特
色
に
つ
い
て

一
瞥
し
た
。
こ
こ
で
、
も
う
一
度
整
理
し
て
み
よ
う
。

弥
勒
信

仰
の
生
ま
れ
る
土
壌
は
、
末
法
意
識
と

い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

世

が
乱
れ
、
天
災
、
地
変
、
飢
饉
な
ど

に
よ

っ
て
民
衆
の
生
活
が
脅

か
さ
れ

る
と
。
1
こ
の
動
乱
の
世
を
積
極
的
に
打
破
し
よ
う
と
す
る
動
的
活
動
と
、

2
末
法
濁
世
の
世
に
欣
求
浄
土
を
願
う
静
的
な
う
け
と
め
方
と
が
あ
る
。
韓

国

の
場

合
、
国
家
的
カ
オ
ス
の
世
を
自

か
ら
の
手
で
超
克
し
よ
う
と
し
た
面

と

、
そ
の
た
め
の
下

生
信
仰
と
が
重
な
り
あ

っ
た
風
土
的
背
景
の
あ
っ
た
こ

と

を
指
摘
し
た
い
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
場
合
、
島
国
と
い
う
地

理
的
環

麑
も
お
っ
て
、
国
の
内
部
に
お
す
る
国
家
的
闘
争
を
敬
虔
し
て
い
な
い
。
そ



の
こ
と
が
兜
率
往
生
と
い
う
個
人
的
、
宗
教
的
救
済
の
域
に
と
ど
ま

っ
て
、

大
衆
運
動
に
ま
で
盛
り
上
が
ら
な
か

っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

い
ま
、
弥
勒
信
仰
の
二
つ
の

タ
イ
プ
を
静
と
動
と
い
う
面
か
ら
把
え
る
な

ら
ば
、
個
人
の
救
済
と
民
族
の
救
済
と

い
う
二
つ
に
分
類
で
き
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
も
し
こ
の
仮
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
。
五
戒
、
八
斎
戒
を
保
ち
、

弥
勒
を
礼
拝
し
、
弥
勒
像
を
造
立
し
て
兜
率
往
生
を
願
う
上
生
信
仰
の
在
り

方
と
、
王
道
楽
土
の
到
来
、
実
現
を
目
指
す
下

生
信
仰
の
在
り
方
と
に
集
約

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
宗
教
な
り
信
仰
を
個
の
問
題

と
し
て
把

え
る
か
、
大
衆
、
民
衆
、
国
家
と
い
う
集
団
社
会
の
問
題
と
し
て
把
え
る
か
、

の
相
違
に
あ
る
。

文
化

（
Ｃ
ｕ
ｌｔｕ
ｒ
ｅ
）
と

い
う

こ
と

ば

は
、

農

耕
を
意

味

す

る
ラ

テ

ン
語

ｃ
ｕ
ｌｔｕ
ｒ
ａ

に
由
来
す
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
魂
を
耕
や
す
と

い
う
精
神

の
領

域
に
ま
で
適
用

さ
れ
、
人
間

の
生
活

様
式
と
、
深
く
関

わ

っ
て

く
る
。
耕
や

さ
れ
る
そ
の
田
が
心
の
、
民
族
の
土
壌
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
韓
・
日
の

文
化
は
、
弥
勒
信
仰
と
い
う
共
通
の
意
識
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
風
土
的
特
徴
に
よ

っ
て
、
上

生
信
仰
を
主
と
す
る
日
本
と
下

生
信
仰
を
主

と
す
る
韓
国
の
在
り
方
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
兜
率
の
浄
土
往
生
は
、
煩
悩
具

足
の
人
間
の
内
面

的
自
覚
と
連

な
り
、
弥
勒
当
来
を
願

う
下

生
信

仰
は
、
社

会
と
の
緊
張
関
係
の
中
で
育

つ
。
前

者
を
静
的
信
仰
と
み
る
な
ら

ば
、
後
者

は
動
的
信
仰
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

弥
勒
仏
の
出
現

は
、
い
つ
、
ど
こ
に
で
も
現

わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
弥

勒

仏
に
対

す
る
信
仰

が
確
立
さ
れ
て

い
る
限
り
、
弥
勒
仏

は
常
に
人

々
の
身

辺

に
あ
る

に
違
い
な
い
。

（
１

）
　
主

な

る

研

究

書

（
近

来

の

も

の

）

金
三

龍

『
韓

国

弥

勒

信

仰

の

研
究

』

東

京

１
９
８
５
.
柳
　
月
誕
編
『
弥
勒
思
想
■
現
代
的
照
明
』
韓
国
、
１
９
９
０
;
雲
井
昭
善

『
未
来
の
ほ
と
け
－
Ｉ
弥
勒
経
典
に
聞
く
Ｉ
』
京
都
、
１
９
９
２
　
;
　
Ｍ
ａ
ｉ
ｔ
ｒ
ｅ
ｙ
ａ
,

Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
 
Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｈ
ａ
。
 
ｅ
ｄ
.
 
ｂ
ｙ
　
Ａ
ｌ
ａ
ｎ
　
s
p
o
ｎ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
 
ａ
ｎ
ｄ
 
Ｈ
ｅ
ｌ
ｅ
ｎ

Ｈ
ａ
ｒ
ｄ
ａ
ｃ
ｒ
ｅ
.
　
Ｕ
.
　
Ｓ
.
　
Ａ
.
,
　
１
９
８
８
.

（
２

）

『
仏

説
観

弥
勒

菩

薩

上

生

兜

率

天

経

』
（
大

正
・

Ｎ
ｏ
.
４
５
２
）
’

『
仏

説

弥

勒

下

生

経

』
（
Ｎ
ｏ
.
 ４
５
３
）
’

『
仏

説

弥

勒

下

生

成

仏

経

』
（
Ｎ
０
.４
５
４
）
’

『
仏

説

弥

勒

下

生

成

仏

経
』
（
Ｎ
ｏ
. ４
５
５
）
’

『
仏

説

弥
勒

大

成

仏

経

』
（
Ｎ
ｏ
. ４
５
６
）
’

『
仏

説

弥

勒

来

時

経

』
（
Ｎ
０
.４
５
７
）
’　ｃ

ｆ
.
梵

本

写

本

Ｍ
ａ
ｉｔ
ｒ
ｅ
ｙ
ａ
ｖ
ｙ
ａ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｎ
ａ
ｍ
.

（
３
）
　
拙
著
『
未
来
の
ほ
と
け
』
ｐ
ｐ
.
４
３
-
５
３
;
第
九
回
馬
韓
・
百
済
文
化
研
究
■

（
の
）
成
果
■
（
と
）
課
題
。

（
４

）
　
「
釈

迦
牟

尼

仏

告

弥

勒

菩

薩

。

善

哉

善

哉

。

阿

逸

多

。

乃

能

聞

仏

如

是

大

事
。
」
（
大
正
、
９
，
　
ｐ
.
４
１
ａ
)
　
;
ｃ
ｆ
.
梵
本
‥
荻
原
・
土
田
本
ｐ
.
 
２
６
１
.

（
５
）
　

則

天

武

石

（
６
８
４
-７
０
４

在

位

？

）

が

自

か

ら

を

「
慈

氏

越

古

金

輪

聖

神

皇

帝

」

と

称

し

た

の

が

そ

の

一

例
　
（
『
未

来

の

ほ

と

け

』
ｐ
. １
７
９
）　
ｃ
ｆ
.

Ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ａ
ｇ
ａ
ｔｈ
ａ
.　ｖ
ｖ
.　
８
２
２
-
８
３
３
　
（

ゴ
ー

タ

マ

・
ブ

ッ
ダ

は
王

の
中

の

王

、
悪

魔

の

軍

を

撃

破

す

る

人

。
真

理

（
法

）

の
輪

を

転

じ

る

人

）

（
６

）
　

未

来

仏

の

生

ま

れ

る

べ
き

国

土
、

地
方

ケ

ー

ト
ウ

マ
テ

ィ

ー

（
Ｋ
ｅ
ｔｕ
m
a
ｔ
ｉ
）

即

ち
　

シ

ャ

ソ

カ

王

＝
転

輪

王

の

都

、

光

明

・
彗

星

（
Ｋ
ｅ
ｔ
ｕ
）

を

所

有

す

る

地

。

（
７
）

『
韓

国
弥

勒

信

仰

の

研

究

』
ｐ
.
Ｈ

９
ｆ
.

（
８

）

「
各

（
文

武

・
元

明

の

両

天

皇

）

本

願

に

隨

っ
て

上

天

に

往

生

し

、

弥

勒

を

頂

礼

し

て

浄

域

に
遊

戯

し

。

弥
陀

に
面

の

あ

た

り

つ

か
え

奉

り

て

並

び

に
正

法

を
聴
き
、
と
も
に
無
生
忍
を
悟
ら
ん
こ
と
を
」
（
聖
武
天
皇
神
亀
五
年
―
―
7
2
8

―
―
五
月
十
五
日
写
『
大
般
若
経
』
に
み
え
る
長
屋
王
の
跋
語
。



（
９
）
　
光
明
皇
后
の
願
文
『
超
日
明
三
昧
経
』
巻
上
、
天
平
十
五
年
―
7
4
2
―
五

月
十

一
日
写
。

（
1
0）
　
道
長
が
吉
野
金
峰
山
に

『
法
華

経
』
、
『
阿
弥
陀
経
』
、
『
弥
勒
経
』
の
諸
経
を

埋
め
て
、
「
臨
終

に
は
身

心
乱
れ
ず
し
て

極
楽

に
往
生
し

、
ま
た
九
十
億
劫

の

生
死

の
罪
を
除

い
て
弥
勒
慈
尊
の
出
世
に
会
う
」
こ
と
を
念
願
し
た
。
（
『
御
堂

関
白
日
記
』
寛
弘
四
年
―
―
1
0
0
7
―
―
条
。
）

（
く
も
い
・
し
ょ
う
ぜ
ん
、
イ
ン
ド
哲
学
・
仏
教
学
、

大

谷

大
学

名

誉

教

授

）
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